
ハンセン病現地研修会を実施しました

こどもたちの人権に関わる活動・取組をご紹介します。

ペットボトルキャップ収集活動
～若葉小学校　環境問題及び人道支援への取組～

ハッピースマイル・アートギャラリー
～特別支援学級ならびに特別支援学校のこどもたちの作品展～

　過日、若葉校区民生委員児童委員協議会前会長枦木様より
若葉小学校の取組についてご案内を頂きましたので、本誌面
でもご紹介させていただきます。

　この取組は、若葉小学校環境委員会のこどもたちが行っている取組で、小学
校の廊下にペットボトルキャップ収集箱を設置し、回収業者に持参することで得られるリサイクル収益金で、途

上国のこどもたちへポリオワクチンを届ける活動です。
　資源のリサイクルといった環境問題だけでなく、人道支援・人権の視点も踏まえ
た活動として、若葉校区民生委員児童委員協議会も活動に賛同し、協力をされてい
るとのことです。また、若葉地域コミュニティセンターにも収集箱の設置を依頼され、
広く地域の方々にも協力を呼び掛けているとのことです。
　この活動に関しては、環境委員会のこどもたちと民生委員の交流会（座談会）も
開催されたとのことで、このような活動をより多くの方に知って頂ければ、と枦木様
はお話しくださいました。

　令和７年12月12日（金）～15日（月）、熊本城ホールエント
ランスロビーにて、ハッピースマイル・アートギャラリーが
開催されました（熊本市教育委員会主催）。

　これは、熊本市立小・中学校の特別支援学級ならびに特別支援学校に在籍す
る児童生徒が制作した、絵画・書道・粘土細工などの個性豊かなアート作品が
並ぶ作品展です。
　この作品展は、児童生徒の学習成果の発表を通して、参加者相互の交流や、
市民への特別支援教育の理解啓発を図る機会としています。
　今回は、出品された学校が87校、展示された作品数は約1,000点で、3,500
名を超える来場者がありました。
　初日には、人権擁護委員の協力による人権マスコットキャラクターの登場、パ
ンフレット配布など、人権啓発活動も行われました。
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前回冬号で、ラブミン人権啓発入賞作品の一部をご紹介しましたが、今回も最優秀作品の一部をご紹介します。
令和８年度の募集については、次回夏号で詳しくお知らせします。多くの皆様の応募をお待ちしております。

令和７年度（2025年度）ラブミン人権啓発入賞作品を紹介します。
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シルバー人材センターで生涯現役！

60歳以上の
方

〇生活リズムに合わせた働き方が選べます
〇これまでの経験に合わせて就業ができます
〇就業を通じて社会貢献ができます
〇気の合った仲間作りができます
〇サークル活動・ボランティア活動ができます ○ 公益社団法人  熊本市シルバー人材センター

〒860-0833　熊本市南区平成１丁目10 -８
TEL   096-322-3300   FAX  096-322-3324
ホームページは“熊本市シルバー人材センター“で検索お気軽にお問合せください

https://www.city.kumamoto.med.or.jp/ 
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　令和７年（2025年）12月14日（日）に熊本市のDenkikanで
映画『長いお別れ』を午前の部、午後の部の２回上映し、合わせ
て250名の皆様にご来場いただきました。
　当日は、おおぞら高校熊本キャンパス、志成館高等学院の生
徒の皆様、人権協加盟団体様である西部電気工業株式会社熊本
支社、日本生命保険相互会社熊本支社の皆様、計15名の方々に
ボランティアとして受付等の業務に御協力をいただき、誠にあ
りがとうございました。
　来年度も、多くの方に身近で分かりやすい人権をテーマにし
た映画会を開催する予定です。
　ぜひ、ご参加ください！

　令和８年（2026年）１月25日（日）にハンセン病に関する正しい知識と歴史的事実を学ぶため、菊池恵楓園を訪問しました。
　当日は、人権協会員の皆様を含む19名の方が参加され、歴史資料館の見学、菊池恵楓園入所者自治会長代行の太田明さん
の講話のあと、菊池恵楓園の遺構である納骨堂、旧監禁室、隔離の壁等を学芸員の方にご案内いただきながら見学しました。
　また、バスの道中では、小野友道熊本大学名誉教授からハンセン病の歴史や医学的な事実についてお話をいただき、さらに
学びを深めることができました。
　参加者からは、「今でも差別や偏見がある事を知りました。これからも学んでいきたいです。」「風化させないことが大切と
思った。」といった感想が寄せられました。

　人権協会員の学びの場として、令和８年２月17日（火）、熊本城ホールにて「参
加型人権教育コンパシート・セミナー」を開催しました。
　講師として、田中マリア先生（筑波大学人間系准教授）をお招きし、コンパ
シート（欧州評議会（※）によって策定された人権教育マニュアル）に編纂され
ている人権教育のアクティビティの体験、講義、解説を行っていただきました。
　今回は、人権や人権教育になじみのなかった方も参加しやすい内容とし、１つ
目は「欲しいもの、必要なもの、必要不可欠なもの」（人権について活字レベル
でなく、自分の中でイメージできるような内容）、２つ目は「一歩前に進め」（与
えられた様々な設定に基づき、質問に合致している場合は一歩進む。社会的状
況により差がつくことを体験することで、その立場がより理解しやすくなる等を
意図した内容）という２種類のアクティビティを実施いただきました。
　当日は熊本県私立中学高等学校協会様を中心に26名の会員にご参加をいただ
き、「参加して学ぶところがよかった。学校でも取り入れてみたい。」、「全容をあ
らかじめオープンにせず、自由に参加させてから、気づかせる、多様性を学ぶと
いう方法もあることを学んだ。」、「机上の学びだけでなく、いかに体験すること
が大切なのか改めて感じた。」といった感想が聞かれました。
　今後も、人権協では、会員の人権意識の向上に資する取組を企画してまいり
ます。
※欧州評議会：人権、民主主義、法の支配の分野で国際社会の基準策定を主導する汎欧州の
国際機関

第68回ヒューマンライツ・シアター（人権映画会）を開催しました コンパシート・セミナー（会員向け研修会）を開催しました
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